
【実践事例 5】                        8－36「ものづくり」ニュース No.506   

「体験授業 けんちく職人入門」 
          図工・美術 技術・家庭 キャリア 総合 SDGｓ 

 
・実施日  令和６年１月 27 日（土）  

・実施校  業平小学校 １年生 78 名 保護者 70 名 

・講 師  日本在来工法住宅協会 + 建築職人  

      (株)オークス 西臣工務店(株) (株)野村住建 

・内 容  ① 家づくりについて 【座学】 

～家ができるまでについて知ろう～  

・職人さんに聞いてみよう ・職員さんの技をみてみよう 

         ② けんちく職人体験 【体験】 

         ・世界に一つだけのオリジナル作品作り 

   

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童からの感想】 

・お家づくりについて学べてよかった、職人さんの体験楽しかった。 

・大工さんの技がすごかった、私もお家づくりをしてみたい。 

・全部の道具を使ってみたかった。楽しかった。ありがとうございました。 

・もっとトンカチとのこぎりが使いたかった。 

・親方へ、２階建ての家を作るときどうしてるの？ 

・違う親方とも工作がしたい。ボンド塗りが楽しかったまた木工教室がやりたい。 

・ガラスでできた綿がすごかった。・お家に飾ります。大切にします。 

・釘打ちが難しかったけど親方が直してくれた。    

・お家にもって帰ってすごいと家族に言われました。 
 
【講師からの感想】 

・可愛いい小学生達のピュアな空気に触れ、私たちが元気をいただきました。 

        

        

        

        

        

木枠をペーパーやすりで研磨 絵を描いて作品の仕上げ 金槌で釘を打ち木枠作成中 

 

【体験授業で作成した作品】 

【職人さんのお話の中で、心に残ったのはどんなところ？】 

・女の人でもできること・空気で釘を打つところ・大工さんのいつまでも残る家づ 

くりの話し・釘打ちで教わったこと・ビルの作り方・職人さんが頑張っていること 

・たくさんの人が家を作っていること・工作指導・１つのお家はたくさんの人で作

られていること・ルールを守ること     

        

        

        

        

  


